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委員会報告 見る・聞く・動く

　７月30日。６月オ
ープンのJAさいかつ
「松伏ふれあい直売
所」では、「カット
野菜工場は今年か春
先までに町内にでき
る予定」、「直売所を
通して学校給食に提供できれば」　などの考えを
聞きました。築比地の「イオンアグリ創造（株）
埼玉松伏農場」では、「連作障害」や「場所によ
り遺跡が出るので50cm以上は掘れない」などの
状況説明もありました。
　公共施設５箇所を視察しました。「施設の名称」
を利用実態にふさわしく見直す、あるいは通称を
つけるには「補助を受けている国との調整が必要
になる」との説明がありました。

　指定された学校だ
け、市内に住んでる
児童ならば誰でも入
学できる。そんなユ
ニークな宇都宮市立
城山西小学校の取り
組みを７月16日に
視察しました。
　同小学校では、児童に選んでもらうために、英
会話が身につく「会話科」の設置。一流の外部講
師による自然や伝統の教育。児童の個性を伸長す
る放課後活動を充実させています。現在63人が
この制度で通学し、全児童数は93人になってい
ます。スクールバスが無くても、親が20kmの道
のりを送り迎えしても通わせている学校でした。

町の農業振興施策と
公共施設の調査

多くの児童を呼び込む
「小規模特認校制度」

（総務産業常任委員会） （文教民生常任委員会）

国が示した国民健康保険の保険料軽減と財政支援

問
　

　
答

問
　

平成27年度実施される国の国保財政への支援制度
は、総額1700億円で1人当り5000円に相当する
ことが明らかになった。低所得者の軽減制度拡大
とあわせ実施される。すでに低所得者向けの軽減
は実施されたが、それ以外の国保加入者にとって、
国保税率は高いままである。財政支援による財源
は約5000万円、国保税引き下げに使うべきだ。
町長　町としての対応がまだ決まっていない。今
後しっかりと検討していきたい。

４月の介護保険料改正で保険料標準額を引下げた
ことは評価するが、12段階ある保険料のうち第６・
第７・第９段階の人は値上げになった。３月議会
では財源が明確にできなかったが、現時点では、
決算の確定と年度をまたがる精算金も明確になっ
た。年度末の基金残高は１億2419万円。決算の
黒字分から精算金を除いた財源も合計すると１億
5988万円。３月時点と比較すると6000万円の財
源が確保されている。保育料値上げになった３つ

答

の階層を月額100円下げる必要財源は2300万円
は確保されており引下げをすべきだ。
住民保険課長　介護保険事業は本年度から29年度
までの3年間の期間となっている。3年間財政運営
を行っていくうえで、難しいと考えている。

　吉田　俊一（日本共産党）
Q
A
国の財政支援を国保税引下げに

今後しっかりと検討をしていく

介護保険料を全階層で引下げよ

7 割
軽減

5割
軽減

2割
軽減

低所得者が多い保険者に対する財政支援の拡充

低所得者保険料軽減の拡大

保険料水準の抑制

保険料軽減対象者を拡大
（400万人）

応能分（約 50％）

応益分（約 50％）

保険料額

所得


